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今,γが大きいとして, ∠≫! の所の S-oluchowski方程式を断熱消去法で求めてみ
る.γが大きいと.して, (2)式より左辺の時間微分を零とおきuについて解 くと
a - -1 旦坦 ･f f u (i ) (- ; ),γ ∂∬ (4)
ここで,‡fu(i)の解釈が問題になるoまず チfu(i)を伊藤型と考えると,場恥 に依
存する粗視化した分布関数p(a,i)の満たす方程式は次の様に表わされるo










妄-一一 一 1｢ γ′kBT･ffu(i),γ ∂∬ γ
となって,分布関数P(.X,i)の満たす方程式は

















fu ( t′) d t′∂ ( 3 - a ( i;f u))>
て行い,次の様なNavik｡,の定理8)







£ p(i;a,a)-去 (-up)+£ (SSp,･γ(孟u･kBT芝 )p
= (L.+Ll)p,
ここで





-pp … 甲｡Ip(a,a)du(- 甲｡(a)p(a)),
(ll)
(12)
(13)
(14)
で,症 )は上Oの固有値が零の固有関数でconstXelプ/2kBTkよって与えられる.
(13)式を√2までとると(8)式に一致する｡
これらより,伊藤型と考えるLangevin方程式 (1),(2)式で断熱消去による方法によっ
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てxだけの Fokker-Planck方程式を導出する町ま(4)式をStratonovich型と解釈すべき
であることが分った｡
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